
令
和
七
年
十
一
月
十
四
日
（
金
）、
約

三
百
名
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
が
集
い
、「
第

六
十
一
回
千
葉
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
研

究
集
会
」
が
千
葉
県
教
育
会
館
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
午
前
中
に
千
葉
県
警
察
本
部

の
方
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
高
校
生

を
取
り
巻
く
犯
罪
被
害
防
止
対
策
・
交

通
安
全
対
策
に
つ
い
て
」
ご
講
演
い
た

だ
き
、
午
後
は
発
表
校
四
校
（
小
見
川

高
等
学
校
・
袖
ヶ
浦
高
等
学
校
・
生
浜

高
等
学
校
・
小
金
高
等
学
校
）
に
よ
る

各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
校
と
も
活
動
内
容
は
素
晴
ら
し

く
、
教
育
活
動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て

お
ら
れ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

当
日
は
質
疑
応
答
の
際
、
参
加
者
の

皆
さ
ま
の
所
へ
マ
イ
ク
を
持
っ
て
会
場

内
を
回
る
役
を
や
っ
て
お
り
、
前
半
の

第
一
校
目
・
二
校
目
の
時
は
質
問
が
少

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
雰
囲
気
に
慣
れ

た
の
か
後
半
の
第
三
校
目
・
四
校
目
の

発
表
の
時
は
「
自
分
の
学
校
に
も
取
り

入
れ
よ
う
。」、「
参
考
に
し
よ
う
。」
と

質
問
を
さ
れ
る
方
が
多
く
、
熱
量
を
感

じ
さ
せ
る
一
幕
が
あ
り
ま
し
た
。

私
自
身
、
各
校
の
発
表
を
拝
聴
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
特
に
研
修
会
に
つ
い
て

今
後
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

会
全
体
を
通
し
て
、
交
通
安
全
・
学

校
に
お
け
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
関
わ
り
方
等
、

子
供
た
ち
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を

考
え
、
工
夫
し
、
活
動
し
て
い
く
こ
と

が
非
常
に
大
切
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

確
認
で
き
た
、
大
変
有
意
義
な
機
会
で

あ
り
ま
し
た
。
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令
和
七
年
九
月
十
九
日
（
金
）、
長

生
・
夷
隅
地
区
公
立
高
校
六
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
・
教
職
員
五
十
一
名
が
参
加
し
、

一
宮
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
、
保
護
者

連
絡
協
議
会
総
会
と
研
究
集
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
の
研
究
集
会
は
茂
原

警
察
署
職
員
の
方
に
よ
る「
防
犯
講
話
」

と
「
交
通
安
全
講
話
」
を
実
施
し
ま
し

た
。「
防
犯
講
話
」
で
は
、
若
者
が
被
害

者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
う
る
Ｄ
Ｖ
や

ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
犯
罪
か
ら
身
を
守

る
た
め
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
令
和

四
年
か
ら
成
年
年
齢
が
十
八
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
若
者
を
狙
っ
た

悪
質
商
法
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
話

も
聞
き
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
と

き
に
身
近
な
大
人
や
公
的
機
関
に
相
談

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
危
険

を
避
け
る

た
め
の
留

意
点
に
つ

い
て
は
、

親
子
で
話

し
て
お
か

な
け
れ
ば

い
け
な
い

と
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま

し
た
。

「
交
通

講
話
」
で

は
、
改
め

て
自
転
車

利
用
時
の

ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
の

大
切
さ
が

説
明
さ
れ

ま
し
た
。

自
転
車
乗

用
中
の
交

通
事
故
で

亡
く
な
ら

れ
た
方
の

約
五
割
が

頭
部
に
致
命
傷
を
負
っ
て
い
た
こ
と
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
未
装
着
時
の
頭
部
負
傷
の

割
合
は
約
二
倍
高
く
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
令
和
八
年
四
月

か
ら
は
、
自
転
車
の
悪
質
で
危
険
な
交

通
違
反
に
対
し
て
、
車
や
オ
ー
ト
バ
イ

と
同
様
に
反
則
金
を
と
る
「
青
切
符
」

に
よ
る
取
締
り
も
導
入
さ
れ
ま
す
。
主

な
違
反
行
為
と
反
則
金
の
例
と
し
て

は
、
携
帯
電
話
を
使
用
し
な
が
ら
運
転

す
る
「
な
が
ら
運
転
」
一
万
二
千
円
、

逆
走
（
右
側
走
行
）
や
歩
道
通
行
な
ど

の
通
行
区
分
違
反
は
六
千
円
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
自
転
車
を
運
転
す
る
際
の
安

全
確
保
と
法
令
遵
守
の
重
要
性
に
つ
い

て
、
改
め
て
意
識
す
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

ち ば 高 Ｐ 連 だ よ り 第94号 (2)令和⚘年⚓月 12 日

本
校
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

に
よ
る
校
外
巡
回
指
導

を
行
っ
て
い
な
い
た

め
、
千
葉
地
区
の
活
動

の
様
子
に
つ
い
て
御
報

告
し
ま
す
。

千
葉
地
区
全
二
十
一

校
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、
十
八
校
か
ら

回
答
を
得
た
結
果
、
本

地
区
で
は
九
校
の
学
校

で
実
施
し
て
い
ま
し

た
。
実
施
回
数
は
最
も

多
い
学
校
で
前
期
と
後
期
に
そ
れ
ぞ
れ

一
週
間
連
続
で
実
施
し
年
十
回
、
最
も

少
な
い
学
校
で
春
秋
に
そ
れ
ぞ
れ
一
回

実
施
し
年
二
回
と
、
学
校
に
よ
り
大
き

な
差
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
教
職
員

と
保
護
者
が
協
力
し
て
八
名
程
度
で
実

施
し
て
い
る
学
校
も
あ
れ
ば
、
保
護
者

の
み
で
実
施
し
て
い
る
学
校
や
一
度
の

巡
回
の
人
数
を
二
名
程
度
に
絞
り
巡
回

の
回
数
を
増
や
し
て
い
る
学
校
も
あ

り
、
先
生
方
・
保
護
者
の
働
き
方
の
変

化
と
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
、
多
様
な

形
態
で
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か

り
ま
し
た
。

高
等
学
校
は
、
小
中
学
校
と
は
異
な

り
、
地
元
に
住
む
保
護
者
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
を
実
施
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
学
校
付
近
の
交
通
事
情
や
不
審
者

等
の
情
報
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
実
施
し
て
い
な
い
約
半
数
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
で
も
、
先
生
方
・
保
護
者
双
方
の
負

担
が
過
度
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
つ

つ
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
登
下
校

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、
定

期
的
な
校
外
巡
回
指
導
の
実
施
を
検
討

し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。

今
年
度
地
区
内
で
列

車
内
指
導
を
実
施
し
た

学
校
は
柏
南
高
校
、
柏

陵
高
校
、
清
水
高
校
と

我
孫
子
高
校
で
し
た

が
、
各
校
と
も
最
寄
り

駅
や
、
最
寄
駅
か
ら
柏

駅
ま
で
乗
車
し
、
職
員

と
保
護
者
会
も
し
く
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
で
指
導
を

実
施
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
乗
車
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
は
各
校
の
生
徒
と
も
概
ね
良

好
で
し
た
。
高
校
生
と
し
て
一
般
的
な

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
乗
車
で
き
て
い
た
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
地
域
の
学
校
で
は

時
折
一
般
の
方
か
ら
生
徒
の
乗
車
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
ご
意
見
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
る
の
で
、
朝
の
通
勤
時
間
帯
や
下

校
の
集
中
す
る
時
間
帯
な
ど
、
混
雑
時

で
も
周
囲
に
配
慮
し
た
乗
車
マ
ナ
ー
を

徹
底
し
て
い
け
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
駅
構
内
や
周
辺

等
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
駐

輪
場
の
利
用
状
況
が
良
く
な

い
報
告
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
駐
輪
場
の
利
用
に
関
連

し
て
、
自
転
車
で
の
登
下
校

で
は
、
本
校
で
も
数
件
事
故

の
報
告
が
あ
る
た
め
、
生
徒

に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

自
転
車
を
利
用
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

今
後
も
地
区
で
列
車
内
指
導
や
校
外

巡
回
指
導
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
に
声

掛
け
を
行
い
、
地
域
で
快
く
通
勤
・
通

学
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。

校外巡回
指導報告

千 葉 地 区
千葉県立生浜高等学校ＰＴＡ
会 長 早 坂 麻 子

列車内一斉列車内一斉
指導報告指導報告
列車内一斉
指導報告

東葛飾地区
千葉県立柏の葉高等学校
総務部長 大 木 昭 典

長
夷
地
区
研
究
集
会
に
つ
い
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

菅

原

伸

地区別

研究集会
報告

（
千
葉
県
立
一
宮
商
業
高
等
学
校
）

校外巡回指導

実施した
43％

平均回数　 5.1 回

平均人数　 9.3 人

未回答
14％

実施していない
43％



ち ば 高 Ｐ 連 だ よ り(3) 第94号 令和⚘年⚓月 12 日

私
た
ち
大

原
高
校
女
子

ホ
ッ
ケ
ー
部

は
、
三
年
生

四
名
、
二
年

生
六
名
の
十

名
で
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出

場
を
目
標
に

掲
げ
、
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
人
数
が
少

な
い
分
、
一
人
ひ
と
り
が
誰
よ
り
も
努
力

し
、
自
分
の
役
割
を
理
解
し
て
練
習
に
励

ん
だ
結
果
、
四
十
六
年
ぶ
り
に
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
出
場
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

出
場
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、
憧
れ
の
舞

台
で
プ
レ
ー
で
き
る
嬉
し
さ
と
、
自
分
た

ち
の
実
力
が
強
豪
校
に
通
用
す
る
の
か
と

い
う
不
安
の
両
方
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
気
持
ち
を
抱
え
な
が
ら
も
、
一
人
ひ
と

り
が
全
国
の
舞
台
に
立
つ
覚
悟
を
持
ち
、

気
持
ち
を
切
り
替
え
て
い
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
練
習
で
は
意
見
が
分
か
れ
た
り
、

思
う
よ
う
に
い
か
な
い
日
が
続
く
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
誰
一
人
弱
音

を
吐
く
こ
と
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
の

目
標
を
チ
ー
ム
で
再
確
認
し
な
が
ら
、
く

じ
け
る
こ
と
な
く
互
い
に
声
を
掛
け
合

い
、
全
力
で
練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
よ
う
な
会
場
の
雰
囲
気
で
し
た

が
、
ど
ん
な
状
況
で
も
明
る
く
笑
顔
を
忘

れ
な
い
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
周
り
の
空

気
に
飲
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
状
態
で
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

試
合
中
は
、
こ
れ
ま
で
練
習
し
て
き
た
こ

と
を
十
分
に
発
揮
し
、
悔
い
を
残
さ
ず
全

力
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
誰
一
人
と
し
て
後
悔
を

残
す
こ
と
な
く
、
全
員
が
「
楽
し
か
っ
た
」

と
感
じ
ら
れ
る
最
高
の
試
合
と
な
り
、
ベ

ス
ト
八
と
い
う
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き

て
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
、

結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ど
ん

な
と
き
で
も
私
た
ち
を
第
一
に
考
え
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
家
族
、
時
に
厳
し
く
も
常

に
真
剣
に
向
き
合
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、
そ
し
て
時
に
は
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も

こ
こ
ま
で
共
に
支
え
合
っ
て
き
た
仲
間
の

お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

仲
間
と
と
も
に
立
っ
た
憧
れ
の
舞
台

千
葉
県
立
大
原
高
等
学
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

小

林

愛

怜

今を

く高校生の声

｢一
瞬
を
極
め
る
」

千
葉
県
立
鎌
ヶ
谷
高
等
学
校
百
人
一
首
か
る
た
部
部
長

井

上

里

桜

高文連紹介

高体連紹介

私
た
ち
鎌
ヶ
谷
高
校
百
人
一
首
か
る
た

部
は
、
ほ
と
ん
ど
の
部
員
が
高
校
か
ら
競

技
か
る
た
を
始
め
、
実
力
を
伸
ば
す
た
め

に
一
人
ひ
と
り
が
熱
心
に
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
試
合
形
式
の
練
習
を
行

い
、
暗
記
力
、
集
中
力
、
瞬
発
力
を
高
め

る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
日
々
札
と
向
き

合
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
七
月

に
、
か
る
た
の
聖

地
と
言
わ
れ
る
近

江
神
宮
で
行
わ
れ

た
「
全
国
高
等
学

校
小
倉
百
人
一
首

か
る
た
選
手
権
大

会
」の
団
体
戦
で
、

ベ
ス
ト
十
六
と
い

う
成
績
を
残
し
ま

し
た
。
こ
の
大
会
へ
の
出
場
を
か
け
た
六

月
の
千
葉
県
最
終
予
選
で
は
、「
三
年
生

の
先
輩
た
ち
を
全
国
の
舞
台
へ
連
れ
て
行

き
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
を
も
っ
て
、

私
た
ち
二
年
生
も
全
力
で
試
合
に
臨
み
ま

し
た
。
県
内
に
は
レ
ベ
ル
の
高
い
学
校
が

多
く
、
ど
の
試
合
で
も
負
け
ら
れ
な
い
と

い
う
緊
張
と
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
試
合
中
は
思
う
よ
う
に

札
が
取
れ
ず
苦
し
い
場
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
仲
間
の
声
か
け
に
支
え
ら
れ
、
自
分

た
ち
ら
し
い
戦
い
が
で
き
、
そ
の
結
果
、

県
予
選
優
勝
と
い
う
形
で
全
国
へ
の
切
符

を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
個
人

戦
と
は
違

い
、
横
に

仲
間
が
い

る
こ
と
の

心
強
さ
を

一
番
強
く

感
じ
ら
れ

た
大
会

で
、
と
て

も
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

近
江
の
舞
台
で
は
、
全
国
の
強
豪
校
の

実
力
を
肌
で
感
じ
、
自
分
た
ち
の
課
題
と

向
き
合
う
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
を
間
近
で
見
て
、
多

く
の
刺
激
を
受
け
、
今
後
の
練
習
へ
の
意

識
も
よ
り
高
ま
り
ま
し
た
。

来
年
も
再
び
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
を
部
員
全
員
の
目
標
と
し
て
、
日
々
の

練
習
を
大
切
に
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
日
々
の
活
動
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
方
々
や

先
生
方
、

家
族
へ
の

感
謝
を
忘

れ
ず
、
こ

れ
か
ら
も

練
習
に
励

ん
で
い
き

ま
す
。
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令
和
八
年
一
月
二
十
七
日
に
、
さ
わ

や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
に
て
、
国
際
教

育
研
究
部
会
主
催
の
第
二
十
九
回
日
本

語
・
英
語
弁
論
大
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
今
年
度
も
英
語
弁
論
、
日
本
語

弁
論
、
留
学
生
・
外
国
人
生
徒
に
よ
る

日
本
語
弁
論
の
三
部
門
に
加
え
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
を
加
え
た
四
部

門
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
県
内
十
五

校
よ
り
三
十
五
名
の
生
徒
が
参
加
い
た

し
ま
し
た
。

各
部
門
の
入
賞
者
は
、
以
下
の
通
り

で
す
。

第
一
部
門

英
語
に
よ
る
弁
論

一
位

杜

イ
ク
カ
ン
（
翔
凜
高
校
)

｢T
he
Sm
allK
indness
T
hat

Changed
M
y
W
orld」

二
位

山
口

真
歩

（
翔
凜
高
校
）

｢W
here
are
you
from
?」

三
位

實
川

真
依

（
専
修
大
学
松
戸
高
校
）

｢V
oice
of
the
W
orld:

Em
bracing

M
ultilingual

Education」

第
二
部
門

留
学
生
に
よ
る
弁
論

一
位

木
村
空
明
瑠
（
市
立
松
戸
高
校
）

｢あ
な
た
は
人
を
ど
う
見
ま
す
か
｣

二
位

ソ
マ
イ
ヤ

ム
ガ
ダ
ル

（
翔
凜
高
校
）

｢多
文
化
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
」

三
位

石
塚

俊
基

（
県
立
成
田
国
際
高
校
）

｢韓
国
人
わ
か
っ
た
か
!?
―
そ

の
言
葉
に
傷
つ
き
、
そ
し
て
そ

の
言
葉
で
立
ち
上
が
っ
た
」

第
三
部
門

日
本
語
に
よ
る
弁
論

一
位

中
村

美
咲（
千
葉
英
和
高
校
)

｢見
え
な
い
貧
困
と
向
き
合
っ
て
｣

二
位

浦
邊

美
優

（
翔
凜
高
校
)

「
絵
で
伝
え
る
健
康
ポ
ス
タ
ー
」

三
位

高

シ
キ

（
翔
凜
高
校
)

｢ポ
ケ
モ
ン
が
広
げ
て
く
れ
た

世
界
」

第
四
部
門

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表

一
位

ニ
ュ
ー
ト
ン

花（
麗
澤
高
校
)

｢一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
か
ら
世
界

を
変
え
る
～
今
、
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
～
」

二
位

関
谷

心
・
田
上

夕
夏
・

酒
向

龍
之
介
・
渡
辺

佑
・

稲
葉

啓
斗
・
根
本

夏
芽

（
市
立
松
戸
高
校
)

｢Life
w
ith
Im
m
igration
選

挙
と
ニ
ュ
ー
ス
の
重
要
性
を
広

め
る
た
め
に
」

三
位

前
之
園

咲
希
、
米
山

心
、

岡
田

大
和
、
山
田

展
慈
、

多
田
野

煌
人（
市
立
松
戸
高
校
)

｢W
ork-life
balance
日
本
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
比
較
し
て
｣

な
お
、
第
一
～
三
部
門
の
入
賞
者
の

う
ち
、
資
格
を
満
た
す
者
は
関
東
甲
信

越
静
地
区
弁
論
大
会
へ
千
葉
県
代
表
と

し
て
出
場
い
た
し
ま
す
。
第
四
（
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）部
門
に
つ
い
て
は
、

入
賞
グ
ル
ー
プ
（
個
人
）
を
次
年
度
開

催
の
第
六
十
三
回
全
国
国
際
教
育
研
究

大
会
京
都
大
会
に
お
け
る
「
高
校
生
国

際
理
解
・
国
際
協
力
に
関
す
る
研
究
発

表
会
」
部
門
に
、
千
葉
県
代
表
者
と
し

て
推
薦
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
の
弁
論
大
会
を
勝
ち

抜
い
た
五
名
の
、
関
東
甲
信
越
静
地
区

大
会
で
の
成
績
に
つ
い
て
も
、
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

英
語
発
表
部
門

第
三
位

鄭

甲
祥（

敬
愛
学
園
高
校
)

日
本
語
発
表
部
門

第
一
位

曽
婧
楠

ソ
フ
ィ
ア

（
幕
張
総
合
高
校
)

第
五
位

孫

カ
イ
チ
（
翔
凜
高
校
)

国
際
理
解
研
究
発
表
会

第
三
位

興
野

美
伶（市

立
松
戸
高
校
)

第
四
位

緒
形

優（
敬
愛
学
園
高
校
）

こ
の
う
ち
、
日
本
語
発
表
部
門
に
出

場
し
た
幕
張
総
合
高
校
の
曽
婧
楠
ソ

フ
ィ
ア
さ
ん
が
、
八
月
に
行
わ
れ
た
第

六
十
二
回
全
国
国
際
教
育
研
究
大
会
と

ち
ぎ
大
会
に
お
け
る
日
本
語
弁
論
大
会

に
お
い
て
、「
国
際
協
力
機
構
理
事
長

賞
」
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
度
（
令
和
六
年
度
）
弁
論
大
会
の

第
四
部
門
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
部

門
）
に
お
い
て
第
一
位
と
な
っ
た
麗
澤

高
校
の
佐
久
間
心
遥
さ
ん
が
「
高
校
生

国
際
理
解
・
国
際
協
力
に
関
す
る
生
徒

研
究
発
表
会
」
に
て
、
千
葉
県
を
代
表

し
て
発
表
し
、「
国
際
協
力
機
構
国
内

機
関
長
賞
」
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
弁
論
大
会
参
加
生
徒
へ

の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

千
葉
大
学
主
催
「
第
十
九
回
高
校
生

理
科
研
究
発
表
会
」
が
九
月
二
十
七
日

（
土
）、
文
部
科
学
省
・
千
葉
県
及
び
千

葉
市
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
、
千
葉
県

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
千
葉
県
高

等
学
校
長
協
会
、
千
葉
県
高
等
学
校
教

育
研
究
会
理
科
部
会
等
多
く
の
団
体
の

共
催
・
後
援
・
協
賛
を
得
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
度
も
、
対

面
に
よ
る
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

形
式
に
加
え
、
オ

ン
ラ
イ
ン
上
に
掲

示
さ
れ
た
ポ
ス

タ
ー
を
元
に
各
審

査
委
員
が
事
前
に

指
導
助
言
可
能
な
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
型

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
実
施
し
ま
し

た
。
物
理
や
化
学
、
生
物
、
地
学
、
数

学
、
情
報
の
九
分
野
（
今
回
か
ら
数
学

と
情
報
を
分
け
ま
し
た
）
で
研
究
発
表

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
禍
前
を

含
め
て
も
過
去
最
多
と
な
る
、
全
国
五

十
四
校
か
ら
四
二
七
件
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
発
表
会
当
日
に
発
表
し
た
高

校
生
は
八
四
八
名
で
、
そ
の
他
に
審
査

委
員
、
高
校
教
員
、
中
・
高
生
の
見
学

者
や
、
大
学
教
員
、
後
援
・
協
賛
団
体

の
見
学
者
等
を
合
わ
せ
る
と
、
参
加
者

は
合
計
で
一
四
〇
〇
名
を
超
え
る
、
大

規
模
な
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
各
参
加
者
が
活
発
に
質

疑
応
答
を
交
わ
し
、
す
べ
て
の
研
究
発

表
に
対
し
、
科
学
研
究
や
教
育
の
第
一

線
で
活
躍
す
る
審
査
委
員
の
先
生
方
か

ら
、
直
接
口
頭
に
よ
り
、
研
究
の
良
い

点
や
改
善
点
等
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
当
日
は
横
手
学
長
が
研

究
発
表
を
見
学
し
、
発
表
中
に
は
熱
心

に
質
問
を
行
い
、
高
校
生
に
励
ま
し
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

発
表
会
終
了
後
に
は
審
査
委
員
全
員

に
よ
る
審
査
を
経
て「
最
優
秀
賞
」、「
千

葉
大
学
長
賞
」
等
の
特
別
賞
な
ど
、
七

十
一
件
の
優
秀
な
研
究
に
対
し
て
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

千
葉
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か

ら
は
、
英
語
に
よ
る
最
も
優
れ
た
発
表

に
贈
ら
れ
る
「
会
長
賞
」
を
贈
呈
し
て

頂
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
東
京
都
立
戸
山
高
等
学

校
の
溝
口
日
哉
さ
ん
が
物
理
分
野
「
円

形
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
開
発
」
で
受
賞

し
ま
し
た
。

今
後
と
も
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

後
援
事
業
報
告
②

第
29
回

英
語
・
日
本
語
弁
論
大
会

後
援
事
業
報
告
①

第
19
回

高
校
生
理
科
研
究
発
表
会

～
つ
い
に
総
応
募
数
が

四
〇
〇
件
を
超
え
ま
し
た
～

千
葉
大
学
高
大
連
携
支
援
室

特
任
教
授

秋

本

行

治
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【大
会
概
要
】

第
七
十
五
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
二
〇
二
六
大
分

大
会
は
、
八
月
二
十
日
（
木
曜
日
）・
二
十
一
日
（
金
曜
日
）
の
二

日
間
、
大
分
県
別
府
市
の
扇
状
地
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
「
ビ
ー
コ

ン
プ
ラ
ザ
」
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
別
府
湾
を
望
む
大
分
市
と

別
府
市
の
四
会
場
で
、
五
つ
の
分
科
会
を
開
催
し
ま
す
。

【大
会
趣
旨
】

今
の
高
校
生
た
ち
は
、
IT
技
術
の
進
化
に
よ
る
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
産
業
構
造
、
地
球
沸
騰
化
に
よ
る
突
発
的
な
水
害
や
地
震
な
ど

の
自
然
災
害
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
の
世
界
的

な
流
行
な
ど
、
不
確
実
で
複
雑
・
不
透
明
で
曖
昧
な
「
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ

時
代
」
の
中
で
、
今
も
、
こ
れ
か
ら
も
生
き
抜
い
て
い
き
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
面
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
、
そ
の
高
校
生
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
を
理
解
し
、
高
校
生
の

求
め
る
と
こ
ろ
を
知
る
こ
と
は
必
須
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

｢湯
ご
こ
ろ
真
ご
こ
ろ
親
ご
こ
ろ
」
～
輝
く
未
来
を
切
り
開
け
～

の
テ
ー
マ
の
も
と
に
開
催
さ
れ
る
大
分
大
会
で
は
、
私
た
ち
保
護

者
が
、
温
か
い
心
と
真
心
を
も
っ
て
、
希
望
の
持
て
る
未
来
社
会

へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
主
体
的
に
行
動
し
、
家
庭
や
学
校
、
地
域

と
一
体
に
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
切
り
開
く
た
め
に
教

育
改
革
を
進
め
る
学
校
を
後
押
し
で
き
る
よ
う
、
皆
様
方
と
一
緒

に
様
々
な
角
度
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

新
時
代
の
教
育
と
は
、
ま
ず
私
た
ち
保
護
者
が
始
め
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
が
地
域
社
会
、
わ
が
国
そ

し
て
世
界
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の

と
信
じ
ま
す
。

こ
こ
大
分
の
地
で
、
全
国
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
が
一
堂
に
会
し
、
輝
く
未
来
を

切
り
開
く
た
め
、
共
に
一
歩
前
に
踏

み
出
し
ま
し
ょ
う
。

【大
分
県
】

大
分
県
は
全
国
「
観
光
」
ラ
ン
キ
ン

グ
（
ジ
ャ
ラ
ン
調
査
）
で
は
、「
総
合

満
足
度
」
は
二
〇
二
二
・
二
〇
二
三

年
連
続
全
国
一
位
、
二
〇
二
四
年
・

二
〇
二
五
年
全
国
四
・
五
位
、
そ
の

他
「
魅
力
的
な
宿
泊
施
設
」
二
〇
二

三
年
全
国
一
位
、
二
〇
二
四
年
・
二

〇
二
五
年
全
国
二
位
、「
お
い
し
い

食
べ
物
・
ご
当
地
な
ら
で
は
の
体

験
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」
が
二
位
、

と
必
ず
や
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

【ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

https://pta2026-oita.jp/

ま
た
は

♨
湯
ご
こ
ろ

真
ご
こ
ろ

親
ご
こ
ろ

～
輝
く
未
来
を
切
り
開
け
～

全国
高Ｐ連大

会

開催
のお知ら

せ

分　科　会 （開会行事 ・ 記念講演）

全　体　会 （開会式 ・ 記念講演 ・ 閉会式）

第
75
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

大
分
大
会

2026
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私
た
ち
茂
原
高
校
美
術
部
は
、
三
年
生
五
人
、

二
年
生
五
人
、
一
年
生
一
人
の
合
計
十
一
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
は
個
人
で
の
作
品
制

作
で
す
。
今
年
度
は
三
年
生
の
諏
訪
さ
ん
の
作
品

が
県
の
代
表
と
し
て
「
か
が
わ
総
文
祭
（
全
国
大

会
）」
に
出
展
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
夏

休
み
に
は
部
員
全
員
で
「
黒
板
ア
ー
ト
甲
子
園
」

に
応
募
す
る
た
め
の
作
品
や「
茂
原
七
夕
ま
つ
り
」

に
飾
る
灯
篭
の
制
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
先
輩

か
ら
色
々
な
コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
取
り

組
み
、
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
部
員
同
士
が
よ

り
一
層
仲
良
く
な
れ
る
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
し

た
。
伝
統
の
あ
る
茂
原
七
夕
ま
つ
り
で
飾
っ
て
い

た
だ
い
た
灯
籠
は
、「
来
場
者
の
方
々
に
、
私
た
ち

の
作
品
を
見
て
も
っ
と
お
祭
り
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」
と
い
う
願
い
を
込
め
て
制
作
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
白
子
神
社
よ
り
ご
依
頼
を
い
た
だ

き
、
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
、
横
四
メ
ー
ト
ル
も
あ
る

巨
大
絵
馬
の
制
作
に
初
め
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

絵
馬
に
は
今
年
の
干
支
で
あ
る
午
（
馬
）
を
描
き

ま
し
た
。
私
た
ち
が
描
い
た
絵
馬
が
拝
殿
の
両
脇

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
実
際
に
見
に
行
っ

た
際
、
参
拝
に
来
ら
れ
た
方
々
が
こ
の
絵
馬
を
見

て
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
、と
て
も
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

年
明
け
か
ら
は
、
春
の
「
国
際
美
術
展
」
に
向

け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
制
作
を
進
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
全
力
で
活
動
を
続
け
ら
れ
る
の
は
熱
心

に
指
導
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
や
同
じ
目
標
を
持

つ
仲
間
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
な

り
の
表
現
に
磨
き

を
か
け
、
作
品
を

見
て
く
だ
さ
る

方
々
に
「
夢
や
希

望
に
向
か
っ
て
い

く
パ
ワ
ー
」
を
感

じ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
作
品
を
描
き

続
け
て
い
き
た
い

で
す
。

私たち

がんばって
ます

｢夢
を
描
く
」

篠

田

陽

和

千
葉
県
立
茂
原
高
等
学
校
二
年
次
生


